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1. 2020年2月期第3四半期の業績（2019年3月1日～2019年11月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年2月期第3四半期 15,309 △1.8 58 △14.2 69 3.6 35 97.9

2019年2月期第3四半期 15,587 △20.1 67 ― 67 ― 18 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年2月期第3四半期 0.65 0.64

2019年2月期第3四半期 0.33 ―

（注）2019年2月期第3四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年2月期第3四半期 7,394 2,190 29.6 37.79

2019年2月期 7,145 2,063 28.7 37.07

（参考）自己資本 2020年2月期第3四半期 2,185百万円 2019年2月期 2,049百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年2月期 ― 0.00 ―

2020年2月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 2月期の業績予想（2019年 3月 1日～2020年 2月29日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 △6.5 120 △40.6 100 △50.3 40 △63.1 0.72

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料5ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の
適用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年2月期3Q 58,192,000 株 2019年2月期 55,292,000 株

② 期末自己株式数 2020年2月期3Q 347,478 株 2019年2月期 19,700 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年2月期3Q 55,347,795 株 2019年2月期3Q 54,505,755 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。 

当第３四半期累計期間におきましては、当社が属する小売・サービス業では、消費税増税の影響もあり、個人消費

が力強さを欠いている中、人件費上昇や人手不足など企業収益を圧迫する要素が多く、厳しい経営環境が続いており

ます。 

このような経営環境の中で、当第３四半期累計期間の売上高は、重点施策の中古商品の販売が引き続き堅調に推移

したことに加え、ホビー商品・売場の拡充や市場全体の緩やかな回復が見られる新品・中古トレーディングカード

（以下、「トレカ」という。）の増販を業績に結びつけることができました。一方で新品ゲームにおきましては、下

落が続いており、全体として前年同期を下回ることとなりました。

営業利益は、事業構造改革による販管費の抑制は継続しておりますが、売上高・売上総利益の減少により前年を下

回りました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高153億９百万円（前年同期比１.8％減）、営業利益５千８百

万円（前年同期比14.2％減）、経常利益６千９百万円（前年同期比3.6％増）、四半期純利益は３千５百万円（前年

同期比97.9％増）となりました。

 

（事業の概況）

当社は、「収益改善」を最優先課題として位置付け、各種施策に取り組んでまいりました。当社の粗利の大きなウ

エイトを占めている古本におきましては、コミックに対して文芸・文庫の売場構成比率を高めるなど、最近の顧客ニ

ーズを反映したレイアウト変更を実施したことが、売上及び粗利の増加に貢献いたしました。また、新品の凋落が大

きいゲームに関しましても、中古では、売行きや在庫等をにらんだきめ細かい価格設定を実施し、ほぼ前年並みの粗

利を確保しました。トレカにつきましては市場活性化を背景に、新規タイトルの拡販及び回転に注力したこと、加え

て、一部中古トレカの廉価販売を継続して行っていることにより、客数及び売上が向上し、収益改善に繋がりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期末の総資産は73億９千４百万円となり、前事業年度末と比較して２億４千８百万円増加いたしまし

た。これは主に売掛金及び無形固定資産の増加によるものであります。負債合計は52億３百万円となり、前事業年度

末と比較して１億２千１百万円増加いたしました。これは主に１年内返済予定の長期借入金の増加によるものであり

ます。純資産は21億９千万円となり、前事業年度末と比較して１億２千７百万円増加いたしました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2020年２月期の売上高は215億円（前期同期比6.5％減）、営業利益は１億２千万円（前年同期比40.6％減）、経常

利益は１億円（前年同期比50.3%減)、当期純利益は４千万円（前年同期比63.1％減）を見込んでおり、2019年４月15

日付け当社「2019年２月期決算短信」にて発表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2019年２月28日) 
当第３四半期会計期間 
(2019年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,296,979 1,177,448 

売掛金 229,019 353,409 

商品 3,403,276 3,448,646 

貯蔵品 15,844 15,214 

その他 357,393 398,015 

流動資産合計 5,302,514 5,392,734 

固定資産    

有形固定資産 543,645 620,008 

無形固定資産 30,208 132,110 

投資その他の資産    

差入保証金 1,024,760 1,012,762 

その他 244,801 237,051 

投資その他の資産合計 1,269,561 1,249,813 

固定資産合計 1,843,415 2,001,932 

資産合計 7,145,929 7,394,666 

負債の部    

流動負債    

買掛金 393,166 431,944 

短期借入金 936,686 530,000 

1年内返済予定の長期借入金 694,959 1,267,125 

未払法人税等 78,790 47,970 

賞与引当金 28,391 － 

ポイント引当金 101,611 99,340 

資産除去債務 11,986 12,780 

その他 469,722 521,607 

流動負債合計 2,715,313 2,910,767 

固定負債    

長期借入金 1,328,844 1,266,176 

退職給付引当金 410,591 409,387 

資産除去債務 459,985 489,772 

その他 167,295 127,653 

固定負債合計 2,366,715 2,292,989 

負債合計 5,082,028 5,203,757 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,236,123 1,294,892 

資本剰余金 1,190,412 1,249,180 

利益剰余金 △377,380 △341,881 

自己株式 △1,369 △14,197 

株主資本合計 2,047,785 2,187,993 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,291 △2,278 

評価・換算差額等合計 1,291 △2,278 

新株予約権 14,823 5,194 

純資産合計 2,063,900 2,190,909 

負債純資産合計 7,145,929 7,394,666 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期累計期間 
(自 2018年３月１日 
 至 2018年11月30日) 

 当第３四半期累計期間 
(自 2019年３月１日 

 至 2019年11月30日) 

売上高 15,587,947 15,309,051 

売上原価 11,000,470 10,800,443 

売上総利益 4,587,476 4,508,608 

販売費及び一般管理費 4,519,561 4,450,359 

営業利益 67,915 58,248 

営業外収益    

受取利息 2,144 1,812 

受取配当金 590 615 

受取賃貸料 48,134 56,233 

その他 21,859 33,071 

営業外収益合計 72,728 91,733 

営業外費用    

支払利息 25,671 23,032 

不動産賃貸費用 44,425 48,242 

支払手数料 － 3,000 

その他 3,500 6,266 

営業外費用合計 73,597 80,542 

経常利益 67,047 69,440 

特別利益    

新株予約権戻入益 646 8,092 

特別利益合計 646 8,092 

特別損失    

災害による損失 13,744 － 

固定資産除却損 837 324 

店舗閉鎖損失 597 4,205 

減損損失 － 4,967 

特別損失合計 15,179 9,498 

税引前四半期純利益 52,514 68,033 

法人税等 34,390 32,163 

四半期純利益 18,123 35,870 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、当第３四半期累計期間において、新株予約権の行使により資本金が58,768千円、資本剰余金が58,768千円

増加しております。この結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が1,294,892千円、資本剰余金が1,249,180

千円となっております。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 2018年３月１日 至 2018年11月30日） 

当社は、マルチパッケージ販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 2019年３月１日 至 2019年11月30日） 

当社は、マルチパッケージ販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」の重要事象等については、次の通りに第２四半期会計期間において解消したと判断し

ております。

 

当社は、直近の事業年度において継続的な当期純損失を計上しておりましたが、これに対処すべく持続的な成長を

図る上で事業基盤を強固にするために、一層のコスト管理の徹底、中古商材の構成強化、EC部門の強化等の諸施策の

実行を推進した結果、前事業年度に当期純利益１億８百万円を計上し、また第２四半期累計期間においても９千４百

万円の四半期純利益を計上しております。

また資金面については、健全な財務バランスを保ちつつ、事業活動に必要な資金の安定的な確保及び流動性の維持

に努めており、資金計画に基づき想定される需要に十分に対応できる資金を確保しております。 

以上を踏まえ、第２四半期会計期間において、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況は、解消したと判断しております。 
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